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四
面
　　景
況
調
査
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一
面
　　全
木
連
総
会
開
き
事
業
計
画
予

　　　　　　算
を
決
定
　　全
木
協
・
木
退
共

　　　　　　も
理
事
会
を
開
き
通
常
総
会
提

　　　　　　出
議
案
を
承
認
決
定

二
面
　　全
木
連
事
業
計
画
の
要
旨

三
面
　　平
成
十
六
年
の
木
材
需
給
量
は

　　　　　　八
千
七
百
三
十
六
万
一
千
k
の

　　　　　　見
通
し

全
木
連
16
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

　
全
木
連
は
、
三
月
二
十
五
日
に
東
京
港
区
の
「
虎

ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
」
で
総
会
及
び
理
事
会
を
開
催
し
、

平
成
十
六
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
ほ
か
、

関
連
議
案
を
審
議
し
、
決
定
し
た
。
ま
た
、
五
月
十

一
日
に
開
催
す
る
総
会
に
提
出
す
る
平
成
十
五
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
し

た
。
全
木
協
連
、
木
退
共
も
同
様
に
理
事
会
を
開
催

し
て
、
五
月
の
通
常
総
会
に
提
出
す
る
議
案
を
中
心

に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
し

た
。
政
治
連
盟
も
こ
の
日
の
常
任
委
員
会
で
、
五
月

十
二
日
に
開
く
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
を
審
議
し
、

承
認
・
決
定
し
た
。

全
木
連
総
会
・
理
事
会

全
木
協
連
理
事
会
・
臨
時
総
会

　
会
議
に
先
立
ち
、
久
我
会
長
は
概
要

次
の
と
お
り
挨
拶
し
た
。

　
「
木
材
業
界
の
業
況
は
依
然
と
厳
し

い
。
一
方
、
温
暖
化
防
止
策
と
し
て
、

木
材
を
見
直
す
動
き
が
あ
る
。
木
材
産

業
の
構
造
改
革
と
木
材
需
要
の
拡
大
に

取
り
組
み
強
い
産
業
を
め
ざ
す
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
に
つ
い
て
は
意
識
改
革
が
必
要
で
あ

る
。」

　
総
会
で
は
、
ま
ず
、
事
業
実
行
結
果

に
よ
る
収
支
の
増
減
に
伴
っ
て
、
十
五

年
度
の
予
算
を
補
正
し
た
。

　
次
い
で
、
平
成
十
六
年
度
の
事
業
計

画
と
収
支
予
算
、
会
費
額
、
借
入
金
限

度
額
を
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
理
事
会
で
は
、
五
月
の
総
会
に
提
出

す
る
平
成
十
五
年
度
の
事
業
報
告
案
と

収
支
決
算
案
を
承
認
し
た
ほ
か
、「
木
屑

の
適
正
処
理
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
検
討

委
員
会
」
の
検
討
報
告
に
つ
い
て
承
認
。

そ
の
ほ
か
、「
役
員
給
与
規
程
及
び
職
員

給
与
規
程
の
一
部
改
正
」
を
承
認
し
た
。

　
最
後
に
、「
木
材
産
業
へ
の
外
国
人
研

修
生
の
受
け
入
れ
」「
木
材
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ

ー
の
作
成
と
購
入
依
頼
」「
木
材
産
業
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
活
用
」「
樹
種
別
木
材

乾
燥
生
産
の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と

講
習
会
の
開
催
」「
登
録
格
付
機
関
支
所

及
び
第
三
者
検
査
機
関
の
機
器
等
整
備

交
付
金
の
変
更
」「
木
材
輸
出
振
興
協
議

会
へ
の
加
入
」
に
つ
い
て
報
告
、
説
明

し
て
、
予
定
の
議
事
は
終
了
。

　
加
え
て
、
活
動
報
告
と
し
て
、
グ
リ

ー
ン
購
入
法
へ
の
対
応
と
結
果
、
木
材

自
主
表
示
推
進
会
議
の
設
立
、
製
材
に

関
す
る
燃
え
し
ろ
設
計
等
に
係
る
告
示

（
案
）
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
か
か
る
問
題
、

輸
出
梱
包
材
規
制
の
動
向
ほ
か
十
一
項

目
に
つ
い
て
説
明
し
て
終
了
し
た
。

　
全
木
協
連
の
理
事
会
・
臨
時
総
会
は
、

全
木
連
の
会
議
に
続
い
て
開
か
れ
た
。

　
冒
頭
、
庄
司
会
長
が
挨
拶
し
、
十
五

年
度
に
つ
い
て
、
木
材
フ
ェ
ア
を
成
功

の
う
ち
に
実
施
で
き
た
、
補
助
事
業
の

体
質
強
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
の

設
備
投
資
環
境
の
厳
し
い
中
で
は
あ
っ

た
が
、
予
算
ど
お
り
に
実
行
で
き
た
、

ま
た
、
事
業
全
体
と
し
て
も
黒
字
で
決

算
で
き
た
　
　
な
ど
と
総
括
し
た
。
十

―

―

六
年
度
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
の
効

率
的
活
用
や
中
型
共
済
制
度
の
加
入
促

進
を
図
る
と
し
た
。

　
会
議
で
は
、
ま
ず
、
臨
時
総
会
を
行

い
、
事
業
実
行
結
果
に
伴
っ
て
平
成
十

五
年
度
予
算
を
補
正
し
た
。

　
次
い
で
、
理
事
会
で
は
、
ま
ず
、
五

月
の
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
を
審
議

し
、
①
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件
②
同
収
支
決
算
及
び
剰
余
金
処
分

案
承
認
の
件
③
平
成
十
六
年
度
事
業
計

画
決
定
の
件
④
同
収
支
予
算
決
定
の
件

⑤
同
賦
課
金
決
定
の
件
⑥
同
加
入
金
決

定
の
件
⑦
同
借
入
金
最
高
限
度
額
決
定

の
件
⑧
同
役
員
報
酬
決
定
の
件
に
つ
い

て
原
案
の
と
お
り
に
承
認
決
定
し
た
。

　
次
に
、
木
材
産
業
高
度
化
総
合
対
策

事
業
の
事
業
終
了
に
伴
う
措
置
を
原
案

の
と
お
り
に
承
認
決
定
し
た
。

　
最
後
に
、
岩
手
県
木
材
産
業
協
同
組

合
の
加
入
を
承
認
し
て
、
閉
会
し
た
。

　全
木
協
連
・
木
退
共
・
政
治
連
盟
と
も
会
議
を
開
催



企業経営に安心を提供します 
全木連グループの各種共済制度 

従業員のために 中型グループ 施設賠償 

PL共済 

経営者のために 

大型 

Ｌ型 

無配当型 

各総合保障 

プラン 
全国木材協同組合連合会 
〒 100-0014 東京都千代田区永田町 2－4－3

TEL  03－ 3580－ 3215㈹ 

な 
ど 
の 
備 
え 
に 

ケ 
ガ 
・ 
病 
気 
入 
院 

第3者への事故対策に 

木退共 

積立終身 

従業員の退職金の準備に 

経営者の退職金などの準備に 

全　　　木　　　連　　　時　　　報

―　2　―

平成16年4月25日（日曜日） （第553号）（第三種郵便物認可）

政
治
連
盟
常
任
委
員
会

全
木
連
事
業
計
画
の
要
旨

　
木
材
産
業
退
職
金
共
済
会
の
理
事
会

は
、
全
木
連
の
会
議
と
と
も
に
行
わ
れ
、

五
月
の
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
を
審

議
し
、
①
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
承

認
の
件
②
同
収
支
決
算
承
認
の
件
③
平

成
十
六
年
度
事
業
計
画
決
定
の
件
④
同

収
支
予
算
決
定
の
件
⑤
同
入
会
金
及
び

会
費
決
定
の
件
に
つ
い
て
、
原
案
の
と

お
り
承
認
決
定
し
た
。

　
全
国
木
材
産
業
政
治
連
盟
は
、
午
後

四
時
よ
り
常
任
委
員
会
を
行
い
、
通
常

総
会
提
出
議
案
の
①
平
成
十
五
年
度
事

業
報
告
承
認
の
件
②
同
収
支
決
算
承
認

の
件
③
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
決
定

の
件
④
同
収
支
予
算
決
定
の
件
⑤
同
負

担
金
額
決
定
の
件
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
承
認
決
定
し
た
。

先
使
用
に
つ
い
て
の
法
的
措
置
の
実
現

へ
の
対
応

２
、
木
材
加
工
新
技
術
の
開
発
促
進

　
木
材
利
用
及
び
木
材
産
業
に
関
す
る

（１）技
術
開
発
目
標
へ
の
対
応

　
木
材
の
調
査
・
実
験
の
実
施

（２）2
、
木
材
産
業
構
造
改
革
の
推
進

１
、
木
材
産
業
の
再
編
整
備
へ
の
取
組

　
木
材
産
業
構
造
改
革
推
進
体
制
の
整

（１）備　
木
材
産
業
の
再
編
へ
の
取
組

（２）２
、
建
築
基
準
の
性
能
規
定
化
、
住
宅

品
質
確
保
促
進
制
度
へ
の
対
応

　
乾
燥
材
の
生
産
、
供
給
の
促
進
対
策

（１）へ
の
取
組

　
地
域
住
宅
産
業
と
の
連
携
強
化

（２）３
、
生
産
加
工
・
流
通
体
制
の
再
構
築

　
木
材
需
給
の
安
定
対
策
（
地
域
材
、

（１）外
材
）

　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
対
応

（２）

　
木
材
加
工
・
流
通
の
合
理
化

（３）　
新
た
な
国
有
林
野
事
業
体
制
へ
の
対

（４）応４
、
木
材
産
業
の
体
質
強
化
へ
の
取
組

　
木
材
産
業
高
度
化
へ
の
取
組

（１）　
労
働
安
全
衛
生
の
確
保

（２）　
情
報
化
対
策

（３）　
外
国
人
雇
用
問
題
と
受
け
入
れ
体
制

（４）整
備
へ
の
対
応

　
木
材
産
業
活
性
化
対
策
へ
の
取
組

（４）3
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
確
立
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

品
の
普
及
促
進

１
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
適
正
な
運
営
と
生

産
・
供
給
の
促
進

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
適
正
な
運
営
へ
の
取

（１）組　
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
生
産
・
供
給
の
促
進

（２）の
取
組

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
検
討
へ
の
対
応

（３）２
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
製
品
の
普
及
促
進
の

取
組

　
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
促
進
の
取

（１）組　
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
の

（２）見
直
し
検
討

３
、
そ
の
他
の
制
度
へ
の
取
組

　
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
梱
包
材
処
理
工
場
の

（１）認
証
と
定
期
検
査
の
確
実
な
実
施

　
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
・
中
国
等
向
け

（２）の
輸
出
梱
包
材
会
社
の
認
証
へ
の
取
組

　
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
自
主
登
録
制
度

（３）の
適
格
な
実
施

　
Ａ
Ｑ
認
証
申
請
調
査
事
務
及
び
定
期

（４）検
査
の
確
実
な
実
施

4
、
環
境
対
策
の
推
進

１
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
へ
の
取

組

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
へ
の
積
極
的
取

（１）組　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

（２）へ
の
対
応

　
木
質
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
対
応

（３）　
地
球
環
境
保
全
対
策
へ
の
取
組

（４）　
森
林
認
証
と
木
材
ラ
ベ
リ
ン
グ
へ
の

（５）取
組

２
、
健
康
・
安
全
対
策
へ
の
取
組
み

　
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
へ
の
取
組

（１）　
揮
発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の

（２）健
康
へ
の
影
響
問
題
へ
の
対
応

３
、
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
十

ヶ
年
対
策
の
促
進
へ
の
取
組

　
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の

（１）促
進
へ
の
取
組

Ⅴ
、
制
度
改
正
・
創
設
等
へ
の
対
応

１
、
建
築
関
連
諸
制
度
の
改
正
、
創
設

等
へ
の
対
応

２
、
金
融
制
度
の
改
善
・
拡
充
へ
の
対

応　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
（
無
利

（１）子
資
金
）
の
活
用
と
運
用
の
円
滑
化
へ

の
取
組
み

　
政
府
系
金
融
機
関
の
融
資
制
度
の
充

（２）実
強
化
及
び
信
用
補
完
制
度
の
充
実

（
住
宅
、
木
材
産
業
、
林
業
）

３
、
税
制
改
正
へ
の
対
応

関
係
団
体
等
と
の
連
携
強
化

　
各
種
税
制
措
置
の
改
善
へ
の
取
組
み

（１）　
消
費
税
へ
の
対
応
（
消
費
税
引
き
上

（２）げ
議
論
の
凍
結
等
）

４
、
中
小
企
業
関
係
諸
制
度
の
改
正
創

設
等
へ
の
対
応

５
、
環
境
税
（
仮
称
）
の
導
入
促
進
の

取
組

木
　　退
　　共
　　理
　　事
　　会

　
三
月
二
十
五
日
の
総
会
で
決
ま
っ
た

全
木
連
の
事
業
計
画
は
、
①
消
費
者
視

点
を
ふ
ま
え
た
木
材
利
用
推
進
の
取
組

み
②
環
境
・
健
康
・
安
全
へ
の
規
制
の

強
化
へ
の
対
応
③
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
見
直

し
へ
の
対
応
④
木
材
産
業
の
体
制
強
化

へ
の
取
組
み
　　　　の
四
点
が
重
点
事
項

で
あ
る
。

　
計
画
事
項
の
主
要
項
目
は
、
次
の
と

お
り
（
項
目
の
み
掲
載
）

　　　　　　　　　　　　　　◇

1
、
木
材
利
用
の
推
進

１
、
木
材
利
用
の
積
極
的
推
進

　
中
央
・
地
方
の
団
体
に
よ
る
消
費
者

（１）視
点
に
立
っ
た
多
角
的
な
木
材
Ｐ
Ｒ
の

推
進

　
地
域
材
の
利
用
の
促
進
安
定
供
給

（２）　
公
共
建
築
施
設
へ
の
木
材
利
用
の
促

（３）進
へ
の
取
組

　
公
共
施
設
等
へ
の
地
域
材
利
用
の
優

（４）
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　　平
成
16
年
の
木
材
需
給
見
通
し

　　　　　　前
年
比
０
・
五
％
減
の

　　　　　　　　　　八
千
七
百
三
十
六
万
一
千
K

込
ま
れ
て
い
る
。

　
国
産
材
の
自
給
率
は
一
九
・
一
％
と
、

前
年
よ
り
微
増
だ
が
、
依
然
と
し
て
低

く
、
国
産
材
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
。
輸
入
材
の
減
っ
た
分
、
微
増
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
り
、
よ
り
積
極
的
な
需

要
開
拓
な
ど
、
抜
本
的
な
取
り
組
み
が

な
け
れ
ば
、
こ
の
状
況
は
変
ら
な
い
。

一
時
、
入
荷
減
も
見
ら
れ
た
が
、
前
年

比
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　
供
給
面
で
は
、
国
産
材
の
増
加
、
輸

入
材
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

【
需
要
】

　
製
材
用
は
、
住
宅
着
工
数
が
前
年
を

下
回
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年

比
三
・
二
％
減
の
三
千
四
百
三
十
一
万

五
千
k
。

　
合
板
用
は
、
昨
年
減
少
の
輸
入
合
板

が
回
復
す
る
こ
と
も
あ
り
、
前
年
比
二

・
一
％
増
の
千
三
百
八
万
二
千
k
。

　
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
は
、
紙
・
板
紙

の
生
産
量
が
前
年
よ
り
若
干
増
加
す
る

と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
前
年
比
〇
・
六

％
増
の
三
千
七
百
十
九
万
一
千
k
。

　
そ
の
他
用
は
、
集
成
材
の
需
要
が
堅

調
な
た
め
、
前
年
比
五
・
七
％
増
の
二

百
七
十
七
万
三
千
k
。

【
供
給
】

　
供
給
面
で
は
、
国
産
材
は
前
年
比
〇

・
七
％
増
の
千
六
百
七
十
二
万
九
千
k
。

輸
入
材
は
、
〇
・
八
％
減
の
七
千
六
十

三
万
二
千
k
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。

　
輸
入
材
の
中
で
は
、
丸
太
、
製
材
は

前
年
よ
り
減
少
。
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、

そ
の
他
は
前
年
よ
り
増
加
。
パ
ル
プ
は

前
年
と
同
量
と
の
見
通
し
で
あ
る
。

16
年
見
通
し

15
年
見
込
み

　
昨
年
九
月
に
修
正
し
た
見
通
し
よ
り

は
百
二
十
二
万
八
千
k
下
が
り
、
八
千

七
百
八
十
三
万
八
千
k
と
な
る
見
込
み
。

前
年
比
は
〇
・
三
％
の
減
少
で
あ
る
。

　
住
宅
着
工
の
伸
び
に
支
え
ら
れ
て
、

製
材
用
は
、
前
年
比
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

い
る
が
、
供
給
面
で
は
輸
入
丸
太
の
減

少
が
影
響
し
て
伸
び
な
や
ん
だ
。

　
合
板
用
も
輸
入
合
板
の
減
少
の
影
響

で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
。

　
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
は
、
需
要
減
の

た
め
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
。

　
集
成
材
を
含
む
「
そ
の
他
用
」
は
、

丸
太

木
材
（
用
材
）
の
需
給
の
実
績
と
見
通
し

国
　　
　　
　　
産
　　
　　
　　
材

21
, 5
51

19
, 3
16

18
, 7
37

17
, 9
87

16
, 7
22

15
, 9
80

（
95
.6
）

16
, 4
77

（
10
3.
1）

16
, 5
30

（
10
0.
3）

（
99
.5
）

（
10
0.
7）

（
10
5.
7）

37
, 1
91

（
96
.8
）

（
10
2.
1）

16
年
見
通
し

（
99
.5
）

10
9,
90
1

（
96
.6
）

（
99
.7
）

平
成
9年

年
　　
次

総
数

10
年

92
, 0
56

11
年

12
年

97
, 8
10

99
, 2
60

15
年
見
込
み

13
年

14
年

91
, 2
45

88
, 1
25

87
, 8
38

87
, 3
61

21
, 5
64

10
9,
90
1

2,
57
4

15
, 2
52

48
, 3
39

合
板
用

需
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
要

製
材
用

パ
ル
プ
・

チ
ッ
プ
用

〈
6,
26
6〉

そ
の
他
用

総
数

総
数

13
, 7
05

11
, 1
46

13
, 8
25

37
, 1
61

41
, 1
78

40
, 9
46

〈
6,
16
6〉

43
, 7
36

42
, 1
40

〈
6,
29
9〉

40
, 9
56

〈
6,
53
7〉

42
, 1
86

13
, 0
74

13
, 2
26

12
, 8
10

13
, 0
82

（
10
1.
2）

（
96
.9
）

37
, 0
87

34
, 8
56

（
94
.0
）

35
, 4
41

（
10
1.
7）

34
, 3
15

（
97
.2
）

〈
6,
31
9〉

38
, 7
06

〈
7,
17
4〉

37
, 6
07

〈
7,
95
1〉

36
, 9
64

〈
8,
63
8〉

（
98
.3
）

1,
60
9

92
, 0
56

1,
97
0

2,
30
3

97
, 8
10

99
, 2
60

19
, 3
31

18
, 7
62

18
, 0
19

2,
37
7

2,
43
6

（
10
2.
5）

91
, 2
45

88
, 1
25

（
96
.6
）

（
10
7.
7）

2,
62
3

2,
77
3

（
99
.7
）

87
, 8
38

87
, 3
61

16
, 7
57

16
, 0
75

（
95
.9
）

16
, 6
20

16
, 7
29

（
10
3.
4）

資
料
：
平
成
9年
～
平
成
14
年
は
林
野
庁
「
木
材
需
給
表
」。
平
成
15
年
見
込
み
及
び
平
成
16
年
見
通
し
は
、
平
成
16
年
3月
に
策
定
し
た
数
値
で
あ
る
。

　　
注
：
1.
輸
入
材
の
う
ち
、
製
材
品
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
及
び
そ
の
他
は
、
丸
太
換
算
材
積
で
あ
る
。

　　
　　
　　
2.
本
表
に
は
薪
炭
材
及
び
し
い
た
け
原
木
を
含
ま
な
い
。

　　
　　
　　
3.
平
成
9年
か
ら
は
、
輸
入
の
構
造
用
集
成
材
が
需
要
の
そ
の
他
用
、
供
給
の
そ
の
他
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
10
0.
6）

（
10
0.
6）

（
10
0.
0）

（
10
7.
8）

（
10
2.
5）

（
95
.5
）

（
96
.8
）

（
99
.2
）

（
13
9.
2）

（
10
8.
6）

チ
ッ
プ

26
, 4
06

25
, 2
95

25
, 7
21

26
, 6
61

25
, 1
04

24
, 7
91

（
98
.8
）

24
, 3
22

（
98
.1
）

24
, 4
68

輸
　　
　　
　　
　　
　　
入
　　
　　
　　
　　
　　
材

8,
42
2

17
, 1
19

22
, 9
66

88
, 3
37

13
〈
6,
26
6〉

供
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
給

工
場
残
材

林
地
残
材

総
数

製
材
品

丸
太

合
単
板

〈
6,
16
6〉

〈
6,
29
9〉

〈
6,
53
7〉

15 25 32

72
, 7
25

79
, 0
48

81
, 2
41

〈
6,
31
9〉

〈
7,
17
4〉

（
11
3.
5）

〈
7,
95
1〉

（
11
0.
8）

〈
8,
63
8〉

35 95
（
27
1.
4）

14
3

（
15
0.
5）

19
9

74
, 4
88

72
, 0
50

（
96
.7
）

（
98
.8
）

71
, 2
18

70
, 6
32

15
, 0
81

10
, 5
82

15
, 9
13

18
, 5
97

18
, 7
87

18
, 0
18

6,
08
2

8,
18
1

8,
42
4

14
, 3
40

13
, 6
94

（
95
.5
）

14
, 1
04

（
10
3.
0）

13
, 4
67

15
, 9
42

14
, 8
65

（
93
.2
）

（
98
.1
）

14
, 5
79

14
, 1
08

8,
50
2

8,
42
3

（
10
0.
9）

7,
89
7

（
92
.9
）

8,
09
4

11
, 3
27

2,
09
7

（
単
位
：
千

パ
ル
プ

）
K

そ
の
他

10
, 5
41

10
, 1
44

10
, 3
20

1,
20
1

1,
56
0

1,
90
4

（
93
.6
）

8,
65
9

8,
10
1

（
99
.0
）

8,
02
2

8,
02
2

2,
01
9

2,
09
7

（
10
3.
9）

（
10
9.
4）

2,
29
4

2,
47
3

4.〈
　
〉内
は
、
工
場
残
材
及
び
解
体
材
・
廃
材
を
利
用
し
た
木
材
チ
ッ
プ
の
需
給
量
で
あ
り
、
製
材
用
等
に
丸
太
換
算
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
外
書
き
と
し
た
。

5.（
　
）内
は
、
前
年
比（
％
）で
あ
る
。

6.
　数
値
の
合
計
値
は
、
四
捨
五
入
の
た
め
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
林
野
庁
は
、
三
月
二
十
五
日
に
木
材

需
給
対
策
中
央
協
議
会
を
開
催
し
、
平

成
十
六
年
の
木
材
（
用
材
）
需
給
見
通

し
を
策
定
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
十
六
年
の
需

給
量
は
、
前
年
比
〇
・
五
％
減
の
八
千

七
百
三
十
六
万
一
千
k
と
見
通
さ
れ
て

い
る
。

　
需
要
面
で
は
、
製
材
用
の
減
少
が
見
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格
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弱　含　み
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3月分集計表
モニター数131　　回答数75　　回収率57％

増加29％（22）
増加33％（25）
上昇11％（　8）
上昇36％（27）

増加36％（27）
増加32％（24）
上昇31％（23）
上昇46％（34）

55％（35）
30％（18）
39％（23）
15％（　9）
43％（25）

54％（38）

減少24％（18）
減少32％（24）
下降　8％（　6）
下降　8％（　6）

減少11％（　8）
減少11％（　8）
下降　1％（　1）
下降　1％（　1）

　8％（　5）
　5％（　3）
　8％（　5）
15％（　9）
　3％（　2）

　3％（　2）

37％（24）
65％（39）
53％（31）
70％（42）
54％（31）

43％（30）

変わらず47％（35）
変わらず35％（26）
変わらず81％（61）
変わらず56％（42）

変わらず53％（40）
変わらず57％（43）
変わらず68％（51）
変わらず53％（40）

モニター数114　　回答数68　　回収率60％

増加26％（18）
増加24％（16）
上昇10％（　7）
上昇28％（19）

増加47％（32）
増加24％（16）
上昇22％（15）
上昇28％（19）

64％（21）
30％（　6）
48％（16）
13％（　7）

67％（14）

減少24％（16）
減少20％（14）
下降　7％（　5）
下降10％（　7）

減少　9％（　6）
減少11％（　8）
下降　4％（　3）
下降　9％（　6）

　6％（　2）
　0％（　0）
　4％（　1）
18％（10）

　5％（　1）

30％（10）
70％（14）
48％（16）
69％（37）

28％（　6）

変わらず50％（34）
変わらず56％（38）
変わらず83％（56）
変わらず62％（42）

変わらず44％（30）
変わらず65％（44）
変わらず74％（50）
変わらず63％（43）

最
近
の
全
木
連
活
動
報
告

　
全
木
連
理
事
会
で
説
明
し
た
「
活
動

報
告
」
の
う
ち
、
主
だ
っ
た
も
の
は
、

次
の
と
お
り
。

　
▼
グ
リ
ー
ン
購
入
法
へ
の
対
応
と
結

果　
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
特
定
調
達
品
目

と
し
て
、「
製
材
」
が
入
っ
た
。
判
断
基

準
は
、
間
伐
材
、
林
地
残
材
又
は
小
径

木
と
な
っ
た
。

　
全
木
連
で
は
、
従
前
よ
り
木
材
自
体

の
指
定
を
要
望
し
て
い
る
が
、
一
歩
前

進
と
見
る
。「
製
材
」
と
い
う
品
目
が
上

が
っ
た
こ
と
と
、
判
断
基
準
に
小
径
木

が
入
っ
た
こ
と
が
評
価
で
き
る
。
ま
た
、

集
成
材
、
合
板
は
間
伐
材
等
を
十
％
使

え
ば
対
象
品
に
な
る
の
は
大
き
な
成
果

で
あ
る
。
今
後
は
、
間
伐
材
等
を
使
っ

て
い
る
こ
と
の
証
明
方
法
を
検
討
す
る
。

　
▼
製
材
に
関
す
る
燃
え
し
ろ
設
計
等

に
係
る
告
示
　（　）案
に
つ
い
て

　
建
築
物
の
火
災
時
で
の
構
造
の
安
全

性
を
確
め
る
構
造
計
算
が
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
製
材
は
デ
ー
タ
が
な
か
っ
た
の

で
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
製
材
を
使
用
し
た
大
型
の
建
築
物

は
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
今
回
、
全
木
連
は
、
日
本
住
宅
・
木

材
技
術
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
、
Ｊ
Ａ

S
製
材
の
燃
え
し
ろ
実
験
を
行
い
、
デ

ー
タ
を
示
し
て
国
土
交
通
省
に
要
請
し

た
。
そ
の
結
果
、
木
造
建
築
物
の
構
造

耐
力
上
主
要
な
部
分
で
あ
る
柱
及
び
横

架
材
に
使
用
可
能
な
製
材
と
し
て
、
ま

た
、
大
規
模
な
木
造
建
築
物
に
適
用
さ

れ
る
火
災
時
の
構
造
安
全
性
に
係
る
構

造
計
算
の
基
準
（
燃
え
し
ろ
設
計
）
の

適
用
可
能
な
木
材
と
し
て
新
た
な
製
材

を
追
加
す
る
た
め
、
建
築
基
準
法
に
か

か
る
関
係
告
示
の
原
案
が
示
さ
れ
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
が
三
月
に

終
り
、
結
果
を
待
っ
て
い
る
。

　
告
示
　（　）案
の
内
容
は
、
針
葉
樹
の
構
造

用
製
材
の
日
本
農
林
規
格
に
よ
る
製
材

で
、
含
水
率
は
一
五
％
（
以
下
）
の
も

の
。
燃
え
し
ろ
は
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。


